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5 * 0 0 1 3 0 0 1 1 1 2 0 0 0 1
7 * 0 0 7 13 4 10 1 2 8 10 1 6 0 0
14 * 4 4 0 0 2 4 0 0 1 1 0 1 1 0
17 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
21 0 0 0 3 8 4 4 4 2 5 7 1 0 1 1
30 * 2 3 5 10 0 4 4 1 4 5 0 0 0 0
38 * 0 0 7 14 4 8 3 1 7 8 1 2 2 0
54 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
85 0 0 0 2 3 2 2 1 0 1 1 0 2 0 0
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15 * 0 0 7 14 1 4 1 7 14 21 2 1 0 0
19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 * 0 0 7 12 0 0 4 0 1 1 2 1 0 0
29 * 2 9 2 12 0 0 4 1 2 3 0 2 0 1
30 0 2 4 4 8 0 1 2 1 2 3 0 1 0 0
34 * 0 3 0 1 0 0 5 3 2 5 0 1 0 0
36 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
50 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
56 * 0 0 2 7 4 6 4 1 2 3 1 2 0 0
99 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
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試 合 日 2016.10.02
京都産業大学開始時間 16:00

会　　場 近畿大学記念会館

2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦

京都産業大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点9 勝ち点10169

85 61
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天理大学
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戦評
【総括】今大会14日目第4試合は、1次リーグ戦2位通過の天理大学と、4位通過の京都産業大学の一戦となった。両
チーム3勝1敗で迎えたこの試合は序盤、京産大のペースで進んだ。高さで勝る天理大を前半18点に抑える堅いディ
フェンスと思い切りの良いオフェンスを武器に、1次リーグ戦上位の天理大を圧倒する。しかしその後、第3ピリオドに入
ると天理大が徐々にペースを取り戻し、得意の激しいディフェンスで京産大のオフェンスを封じる。次第に決まりだした
シュートが徐々にその点差を詰めていき、一時は15点まで点差が縮まったものの、前半の大量リードを覆すには至らず
そのまま試合終了。61-85で京産大が貴重な白星を手に入れた。

【第1ピリオド】両チーム共マンツーマンディフェンスで始まった第1ピリオドは、序盤から京産大が#30大庭のドライブや
#38リンダーライアンによるスティールから速攻で次々と得点していく。対する天理大は果敢に攻めるも、マンツーマン
ディフェンスと3-2のゾーンディフェンスを駆使する京産大の堅い守りを崩せず、なかなか得点できない。その後も得点
が伸び悩む天理大に対し、京産大は#7辻の素早い攻めで点差を広げていく。結局、高さで勝る天理大のオフェンスを
上手く抑えた京産大が、8-20と12点リードで第1ピリオドを終えた。

【第2ピリオド】第1ピリオド同様、京産大のディフェンスに苦しむ天理大は、なんとかシュートまで持っていくも苦し紛れの
シュートが多く、思うように得点が伸びない。対照的に京産大は、#7辻の思い切りの良い攻めで得点を伸ばしていく。た
まらず天理大はタイムアウトを要求するも京産大の勢いがとどまることはなく、#14川口や#30大庭の3Pシュートで差を広
げる。天理大は#56川田のフリースロー、#30梶井のミドルシュートで対抗するもその差は広がり続け、18-45で京産大の
大量リードで前半を折り返した。

【第3ピリオド】前半は着々と得点していった京産大だったが、天理大のディフェンスが前半よりタイトになりなかなか得点
できない。対する天理大は#24佐々木のミドルシュートを筆頭に得点を重ねると徐々に差を詰め始める。しかし、京産大
も#14川口の3Pシュート、激しいディフェンスからの速攻で天理大に流れを掴ませない。その後も天理大は#29榎本の3P
シュート、#24佐々木のミドルシュートで得点していくが、点差を大きく縮めるまでには至らず、39-61と22点差で最終第4
ピリオドを迎える。

【第4ピリオド】なんとか点差を縮めたい天理大は、積極的にシュートを狙い、#30梶井の3Pシュート、#29榎本と#15イビス
の得点で差を縮め始める。その後、京産大は#85勝又や#21会田で、天理大は#30梶井や#56川田で得点を重ね一進
一退の攻防が続いていく。さらに天理大は#30梶井と#29榎本の3Pシュートで逆転を図るが、前半ついた点差を詰める
ことが出来ず、そのまま試合終了。61-85で京産大が勝利を収めた。
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